
 

 

「バタフライエフェクト」 
～一人の羽ばたきが、東中を動かす～ 

                      校長 倉本 敦 

突然ですが、「バタフライエフェクト」という言葉を

ご存知でしょうか。「どこかで聞いたことがある」とい

う方もおられるかもしれません。NHKの番組に「映像

の世紀バタフライエフェクト」があります。私も何度か

視聴したことがあるのですが、世界で起きた出来事

をたどりながら、「一つの小さな出来事が、やがて大

きな変化につながっていく」という切り口から歴史を

俯瞰する番組です。 

そもそも、「バタフライエフェクト」とは、蝶の小さな

羽ばたきが、遠く離れた場所で大きな変化を引き起

こすという考え方です。もちろん、本当に一匹の蝶が

大きな風を起こすという意味ではありません。大切な

のは、「小さな変化や小さな行動も、やがて大きな変

化につながる」ということです。私は、この言葉が、今

の東中学校にぴったりだと思っています。 

明後日の９月２６日、いよいよ東中学校体育祭が

開催されます。今年のスローガンは、「全力飛翔」

～東中の誇りを胸に、未来へ羽ばたけ～です。 

体育祭に向けて、東っ子たちの頑張る姿が日に

日に大きくなっています。誰かの「頑張ろう」の一

言。一人が踏み出した小さな一歩。仲間に送る愛情

いっぱいの拍手やエール、そして喝采。昨日より少し

大きくなった声。できなかったことに、もう一度挑戦

する姿。一つ一つは、小さな羽ばたきです。しかし、そ

の小さな羽ばたきが、誰かの心を動かす。それが学

級を動かし、学年を動かし、やがて東中学校全体を動

かしていく。「一人の頑張りは、一人だけのものでは

ない」そんなことを、私は東っ子たちの姿から教えら

れています。     

 【東っ子のみなさんへ】                        「体育祭まで、あと２

日となりました。みなさんは、この数週間、暑さに負けず

練習を重ねてきました。思うようにいかなかったことも

あったでしょう。声が出なかった日もあったでしょう。仲

間と意見がぶつかったこともあったでしょう。それでも、

みなさんは少しずつ前に進んできました。誰かが大きな

声を出したことで、周りの声も大きくなった。誰かが本

気で取り組む姿を見て、自分も頑張ろうと思えた。誰

かの拍手や励ましが、仲間に勇気を与えた。そんな一

つ一つの出来事こそが、体育祭に向けた「バタフライエ

フェクト」だったのだと思います。本番で見る景色も大

切ですが、私は、みなさんがここまで積み重ねてきた努

力や仲間との時間こそが、かけがえのない財産になる

と信じています。どうか残り２日、自分の力を信じ、仲

間を信じて、１７８人の羽ばたきで最高の体育祭を創り

上げましょう」。                         

実は、私自身にも 40数年前の体育祭の思い出が 

あります。中学生だった私は、体育祭で「白虎隊」の応

援団長をしていました。「軍艦マーチ」「100％…SO

かもね！」「男の勲章」などの曲を使って、かなりはっ

ちゃけていました。今の私からは、まったく想像でき

ないと思います。仲間と大声を張り上げて、グラウン

ドを走り回った時間は、40数年経った今でも「最高

の景色」として心に残っています。当時の私はもちろ

ん、同級生の誰一人として、将来私が中学校の校長と

して、体育祭を見守る側になるとは、まったく想像し

ていませんでした。今でも同級生には、なかなか信じ

てもらえません。人生とは、本当に不思議なもので

す。話が少し脱線してしまいましたが・・・ 

東中学校には、東っ子たちの小さな羽ば

たきを見逃さない先生方がいます。「今の、

えかったよ」 「よう声が出とるよ」 「がんば

れ、がんばれ」等、先生方は、生徒の小さな変化を見

つけ、認め、本気で励ましています。うまくいかない

ときには、何度でも声をかける。時には厳しく伝え

る。つまずいたときには、そばにいる。どんなときも、

決して生徒を見捨てない。先生方の日々の何気ない

一言や関わりが、生徒の小さな羽ばたきを生み、その

羽ばたきがまた別の誰かの背中を押していく。「生徒

の頑張りが先生を動かし、先生の言葉が生徒を動か

す」これもまた、東中学校に起きている「バタフライエ

フェクト」なのだと思います。 

 保護者の皆様、地域の皆様、17８人の東っ子、それ

ぞれの羽ばたきが、どんな風を起こすの

か。そして、その風が 17８人を包み込ん

だとき・・・。大いに期待していただきたい

と思います。 

 東中だより 
     令和８年９月 24 日発行 
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校長のつぶやき 



９月７日（月）生徒集会 

 まだまだ残暑厳しい、７日には生徒集会が行われま

した。各種表彰や委員会からの発表、生徒会主催のレ

クレーション（名字じゃんけん）等、生徒たちによる自

治的な取組が行われています。また、集会の最後に

は、生徒指導担当より、｢いじめについて考える｣時間

も設けられました。いじめを許さない、互いのよさや

課題を認め合える集団づくりを、教職員も生徒たち

と一緒になってつくります。 

 

 

 

 

 

９月１２日（土）岩国支部県新人予選会 

「山口県新人大会岩国支部予選会」が開催されまし

た。サッカー部は先制しながらも１対２で惜敗し、女子

ソフトテニス部も団体戦で健闘しました。個人戦で

は、男子１ペアは初戦敗退となり、オープン参加の１ペ

アは勝利しました。女子２ペアは初戦を突破しました

が、県大会につながるベスト 16 進出には届きません

でした。県大会出場はなりませんでしたが、新チーム

らしいはつらつとしたプレーが見られた一日となりま

した。応援していただいた保護者の皆様、ありがとう

ございました。 

 

 

 

 

９月２６日（土）第８０回体育祭 

 

 

 

明後日２６日は、第８０回の体育祭。今年から赤隊、

白隊による２隊での戦いとなり、東中に新たな歴史

を刻むこととなります。各隊とも、団結と勝利をめざ

し日々、全力で練習に取り組んでいます。当日の熱戦

に期待です。どうぞ、たくさんの皆様にご来校いただ

き、躍動する東っ子の姿をご覧いただきますようお

願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜赤隊応援リーダー＞ 

隊長：濵田 恵多  副隊長：池田 なる 

隊員：原田 翔生  田中 美優 

    石村 勇心  斉藤いつ花 

     高松 虎宗  荒川日世莉 

＜白隊応援リーダー＞ 

隊長：大江 栞奈  副隊長：奥元 珀翔 

隊員：市場 碧登  富永 聖菜 

    大畑 暖生  宮地 渚琉 

     阿鷹 遥斗  岡田 愛姫 

スローガン｢全力飛翔｣

～東中の誇りを胸に、未来へ羽ばたけ～

結団式の様子 

名字じゃんけん！ いじめについて考える 

応援練習の様子 

日 曜 行事など 給食

1 木 校納金口座振替日　SC来校日（終日） ○

2 金 東中あいさつ運動 ○

3 土

4 日

5 月 中間テスト①（３教科）　＊ノー残業デイ ○

6 火 中間テスト② ○

7 水 企画委員会、運営委員会　※部活動中止 ○

8 木 SC来校（終日） ○

9 金 教育実習（数学）～２３日 ○

10 土

11 日

12 月 ※スポーツの日

13 火 ○

14 水
７，８年県確認テスト（ＣＢＴ）
職員会議　※部活動中止

○

15 木 ＊終わりの会延長～２２日 ○

16 金 ○

17 土 吹奏楽部定期演奏会

18 日 岩国祭吹奏楽の祭典

19 月 ※文化祭会場設営（アリーナ） ○

20 火 ○

21 水 ※部活動中止（文化祭リハーサルあり） ○

22 木 ○

23 金
文化祭前日準備
※吹奏楽部・美術部以外部活動中止

○

24 土 文化祭 弁当

25 日

26 月 ※振替休日（１０／２４）

27 火 ○

28 水 ※部活動中止 ○

29 木 英検IBA（全学年) ○

30 金 企画委員会 ○

31 土

１０月の行事予定　　※９/１４現在のものです。


